
 
無線ネットワークを利用して、遠隔地などに設置された機器の運転状況をリアルタイム

にモニタリングし、故障を予知するシステムを開発しました。 
 
システムの特徴 
○階層型意思決定モデル理論を用いた故障診断 
○遠隔地の機器の状況を無線ネットワークを介してパソコンにリアルタイム表示 
○各種通信回線（アナログ、デジタル、ＰＨＳ、ＤｏＰａなど）に対応 
○一台のマイコンユニットで複数の機器管理が可能 

無線
パケット
通信網
ＤｏＰａ

　　　・リアルタイム監視
　　　・リアルタイム制御
　　　・故障箇所の解析
　　　・故障箇所の特定　　　

固定管理サーバー

ＭｏｂｉｌＡｒｋ

知識情報
ＤＢ

UDPUDP

想定される自動化装置

ＦＡライン装置コイン精米機 ボイラー

小型マイコンユニット

無
線
通
信
機
能

セ
ン
サ
信
号
入
力

・Ｄ／Ｉ：８点
・Ｄ／Ｏ：８点
・Ａ／Ｉ：外部４点
・Ａ／Ｉ：内部４点

 
システム構成図 

 

 
システム外観写真 

システムの用途 
 産業関係：各種製造ラインの管理など 
 設備関係：ボイラーの管理など 

 

無線遠隔監視による故障予知システムの開発 
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